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ア ユのビブリオ病ーII

病―：伯からの分離凶による復元文験

小寺和郎＊．舟橘紀男＊＊• 宮崎照雄＊＊．

(I召和 48年 12J] 24 ii受理）

'73年 1月，j,ら5月こ仇而竺れこ椎/ユ，I,;、；、そ］〉悛区）筵戌 j'CCL

し、ビ。人病魚己4』から分離 1ー文 Vibriocmgu-iUciru-m : こ'ー）し

興味ある知見が冑，;:);れ之り）て誠告す

材料および方法

叫恨，決水リii蚊仄！公0)鸞頂ピリ分臼t:-:、h.・三 1'* (Aじ—l),

(AP-2), 認こひ，尺氾賞古バ五！・丸アユ,I角国からげ髯竺杜亡 1枕 (AP3) :'"/'し、

腹腔内接稀，任口役与左それぞれ冒心し、，『〉ェ『Lを叉悶,,し，

1. 筋肉内接種およひ表皮望布

3笠加羞普冠甚更T板Jf'i且じて 24

人「ふ化応こ，／し罪［虞立ijくて稀fi:しビ

1 、｝ー'-'f;ぶ-

L、---Jふ'_,

飼育は 30cmゞ GOcm>'. 40 cm))カラス

り 3 尼を使川し， 21叉：バ}Jl')jjlJ 旦丘；~↑:', 2 

2. 腹腔内接種およひ経口投与

菌：、ょ AP-3を筐，「!lし，訊

法により，筐懸謁‘夜を：ii、、成し，

になるようにII姐忙内に］い［

さらに，同菌懸濁玖~. ', i,、Jm1

飼育は， 10m2コン＇ク）ー：也 i)J'ご喜□し

を異にし，水且 22℃ ,,:, llト［ドjし';;',kい＼こ〗

-f, 
，ヽ 0

1. 自然発症例の肉眼的所見

結 果

発病ぶ採捕後 7~10日ii:ご□こリ， J[iパnレハ仝りlj/;;タ［こし

•,;i if,'支,')腎り『魚で，:、門[―![:・!ーい；』、_<,,こ吐立―i:

なし、が，出血およひ直瘍合「~'す 'Jit責，直，こーころと連：叫↑パ茫， ：こ欲い）；ミ、二:'.::':)'へi、

は，謳幹任意の部位こ背謡いら」応叫，-_;',王「こ，骨状J;jこ」lLl, I月1:':U;

突出，仔椎わん曲，嗜詞9贔J):,¥':i,n,詞を予しi、ーも乃し見ら，iぃ'~o re上にジ， J

管の充加ま見られず， lj丁門晶ご l―:O可ーしl"JJn;_;111、！し[;]j外も］し1ド的少‘こヽ '0

ない死亡例もあった、
-- - -—- -、-------

＊蕊知県水産芯彰蒻v、Jふ血匁羞

＊＊三重県立大学水産学部

t日本農産工業製
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2. 本症に対する予防および治療について

一般に，種苗放養時フラン剤等で薬浴処理を行ない，その後従来の抗生物質，サルファ剤等を経口的に投与

しているが，治療的効果はなかった。また表 1に示すようにオキソレニン酸の使用も試みたが，顕著な効果

表 1. 野外義殖池のビプリオ病魚に対するオキソレニン酸

(10 mg/kg/日）経口投与試験

・-- .. ---―----・- ---- ---- . 一・・- ---'"--··-・―--—.. -・ 

養 殖場 I1 ' A T I 
••• —--··-- --. """ー→—·---- -―. . ----・- - -・・---

尾 数 約 24,000 約 62,500 約 100,000
---・・・・... -----・- - ー・ ーー一.. — • ・-

平均体重 50g Sg 2g 
- - -- . — --1・・-- --
斃死尾数 斃死尾数-斃死尾数
-----' 

1 - (投薬開始）

235 (投薬薬l開終始）

297 (投薬開始）

2 332 110 

'" 薬↓I 終

経 i 
3 168 373 308 

4 382 136 153 

過
5 482 82 (投了） 53 (投了）

6 299 (投薬↓終了） 133 45 
~ I 143 76 216 

日 8 128 58 認1， 167 46 174 

10 54 47 205 
数 11 138 82 

12 294 

表 2. 筋肉内接種・表皮塗布による斃死状況

群 ー 2
 

3
 

4
 

5
 

菌 株 APー1 APー2

接 種: : I 筋肉9 内邑種！表＇皮途＇布 1 筋肉9 内毯種 1 表＇皮塗・布

経 ー

過 2
 

H
 

3
 

数 4
 

5
 

註） 鉛線部は累計斃死数を示す。
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は認められず，最終的｝こ大景へい死iこ至っ記。

3. 復元実験結果

(1) 筋肉内接種およぴh皮途布

筋肉内接種お ,tび人虔涼布こ,tり允庄致ダこし二応

果を表 2に示した。筋肉内孤仕区ては 24n『エ嘉，]

出愉［お1,;:

らん（図 1) を辺こし， 48i青こ］以内こ AP~l 株，

AP-2 、死し乞。人文浚布戸

で：ま， 2411駅鸞役こ AP-1り、［メ:て 1嗜 3尺， AP2 

株区で 3尾/3尼が塗布rn:こ完血，ごらんジ這われ
図 1.

図 2)48 AP-1株区で 2唱 3尾ぃミ

5 --、-

-し- n_1 mg 

'"'•''れ'g

'''"  ... 
認，,; 20 21 

！八jj』0;.t: 一~ 合:,

症し， AP-2 株区て 2 尼13 尼•メヘい完しこ,).喜釘：し:!cf: 5 iii まて一—, AP-1 !):, AP 2 

所に出血，潰拇を巳こし（図 3) -•,Ji\fこ I具原突出，文![J (尺 4) を三しご

病魚の症状は自然発韮冽と巫似していに（凶 2,o)。

(2) 股腔内接種およひ経叫文炉

股腔内接種区では接前消〗乃巽-ぶる両区只，：：こん し二
・,、日白

'"'''I ＇た一
が現われ，迎動不活応となり， 24叫］翫文、ここ 0,1mg/100g休二及腐区c'_)二例，;, 0.05mg,、00g (\!:,\〗こ：

種区の 60%(3尾/5尾） 7バそれぞれへし、死し乞c~(Cメニ 0.05 mg/100 g・ 

は全例がへい死しに。死魚の外見的伍状ふ接任部八＇いこ小豆 kか

(6尾/10尾），！江門,-;r;だ立〗、: 30% (3尼/10定）ちり， 20位 (2呈、!10旦）

った。

経口投与区は 9G闊潤餃二芦し、てら外見K全く異常心］忍められ-y,100'. ヽ （［し — 

考察

1. 従来のビフリオ病との臨床的差異

ァュ韮殖池：こ，翌↑ るべ

とんとj:Jらら八万し、9 ー~••·"!「 ~i贔():ー）戸 jfi[、 u、 Jt?0'[[〗少，',:'.、'

では治夜効呆が全く匁'.', ① 茫五悛しれ’賃w:、 ,9どよしIV:•ニ勺低F

リォ悶感染韮こ対t ろ―~[;,)-!J;.:ー ii心ぐ〗菜：,¥見ら：］・ピう＇つービニ!: _, 

用しての冶原均果試験た！↓; 心ヽ,'、こ,;'., 以胄t::,;'.);'1ー~: i心；いられっょ力しつ

また病原性がかなり己＼ ごとi鷺臼せられる。

2. 接種法の相違による影響の違いについて

今回の各実検帖果，［り，在し又万 1IE応':_')いな］按こ？ここょJぅ

は， Jl追腔内接種てあり，訳4 ヽご筐内叫文；1', =！、文冷布こー、,:り，ぃ':1旦

なかっ乞。特こ，｝］旦＇：了冑以 jfjI; ヘ，>1真f!i,1汀―ii三．ご， 1 ~ 2 

し、死しにが，このI!¥い］内';:,.:鴫

われる。ナなわち,,し皮哀布:~ こ・JJr'ふ-_;父胄 i~',:)-'(一

もたらしてへい死せしめにtり）こめ I)'

たものと思われる。

3. 感染源および感染経路

感染原としては， 1)採捕廿―Jバご

その後の取扱い等て損畠と羹ナ，採訓改：ここ

!>

）
 

r,3 

灼01ゞヽ，t

採捕時に病魚が見られなかったこと，同一群の種苗でも発症のほとんど見られなかった養殖池もある，など

の理由から採捕後に感染した可能性が強い。特に愛知県内 I脆魚池では，海産，琵琶湖産の両種苗を収容し
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てい化とこら，虹直ァュて5'['.店パ土 I)' ぞ））没庫設全休叫廿水を循環使用ずるようになった直後に琵琶湖

屯ァュにら兄病芦見i:.ばし圧）くしぶ丁史害をしにらしこ［ク'1J,しある。しかし，起因菌自体が本病の発症した養魚池に

存化していにらのか，めるいこ工この摩海からもたらされたものかは現在のところ確証不十分である。感染

経路としごit,}.(皮夏｛］汀.i!)臼，((¥OJ凰又か特に(l然ゾt庫伊jの臨床所見およびへい死への経過と酷似していた

-と，ごらこ，粁：J n: 7--C=『iり1戸(I'反雷呵見いふちられ応かっ化ことなどから，経皮感染の可能性が最も強

し＼。

か， 3) :f贔曹搬入時の魚休消靡， 4)祈しい薬剤

要 約

とl:{ft;[!りこ汀虞ずると息われるビ‘ブリオ盲が涜

臼ァ文戌，野外鯰殖池での役薬試験を行なった

王りこついて151:った。筋肉内按種，腹腔内接

ii炭冒に匁J;書店似し， 5日以内に全例へし、冗

兄宝し；ピ出乃と巳われ，病原I生が極めて

:3. i//1ウ)1'.[, '.、コし，7 7 (' ¥ .¥ t.i・ ,,r•.i、,;;,.:'.,,、 r_,h ic',, :: 乙。こり，

文 厭

）
 

4
ー ーニ (1い且<'): ソン：ぐシクム. 2. 海童投殖魚類の細菌性疾病， 日水

叫， 210"2置

2) 1冨国旦— .)i、汽一— (l臼叫~

81 ~f,G. 

({知．煩 (1) 伝染性疾忌について， 水増臨時号， 3, 

)~ 
co 

i可 ti日70): ;;/L1、こ

5 (1), 1パ・~J.9・

ニりサ限した Vibrioanguillarumについて，魚
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図の説明

図 1. 筋肉内接種例： 接種部の出血およびその周囲の広範にわたる内出血と腫脹を示す。

図 2. 表皮塗布例： 塗布部における帯状の出血およびびらんを示す。

図 3. 表皮塗布後5日目の斃死例： 潰瘍と出血を示す。

図 4. 筋肉内接種 24時間後： 接種部の高度の腫脹による艇幹の変形を示す。

図 5. 自然発症例： 躯幹体側部における帯状の出血ぴらんを示す。表皮塗布例と酷似する。
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